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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号 

 
神
川
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
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埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

神

川
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調
査
を
行
っ 

た
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の
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平

成

三

十

年
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令

和

元

年

度 

調

査
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行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

三

十

四

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

阿
久
原
九
地
区 

（
大
字
上
阿
久
原

・
大
字
下
阿
久
原

の
各
一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
二
年
三
月

三
十
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
号 

 
深
谷
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

深

谷

市 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

平

成

三

十

年

度 

令

和

元

年

度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

二

十

九

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

深
谷
第
三
十
八
地

区
（
大
谷
の
一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
二
年
三
月

三
十
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
羽
生 

 
 

 

埼
玉
県
羽
生
市
川
崎
二
丁
目
二
百
八
十
一
番
地
三 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 
吉
田
昭
夫 

 
 

 
 

 

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一 

（
変
更
後
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

岩
村
康
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
三
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

カ
イ
ン
ズ
北
本
店 

 
 

 

埼
玉
県
北
本
市
中
丸
八
丁
目
百
十
七
番
地
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
北
本
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
北
本
市
中
丸
八
丁
目
百
十
七
番
地
外 

 
 

 

（
変
更
後
）
カ
イ
ン
ズ
北
本
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
北
本
市
中
丸
八
丁
目
百
十
七
番
地
外 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ 

代
表
取
締
役 

土
屋
裕
雅 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番
一
号 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ 

代
表
取
締
役 

高
家
正
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
オ
ー
ト
ア
ー
ル
ズ 

代
表
取
締
役 

土
屋
嘉
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
丁
目
二
番
一
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
三
月
十
九
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
三
月
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

カ
イ
ン
ズ
北
本
店 

 
 

 
 

埼
玉
県
北
本
市
中
丸
八
丁
目
百
十
七
番
地
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

（
変
更
前
）
七
千
八
百
二
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
九
千
二
百
九
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

三
二
三
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

四
四
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

三
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

四
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

四
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

五
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

（
変
更
前
）
駐
車
場
―
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 
 

 
 

 

駐
車
場
―
二 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

（
変
更
後
）
駐
車
場
―
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 
 

 
 

 

駐
車
場
―
二 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 
 

 
 

 

駐
車
場
―
三 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

（
変
更
前
）
出
入
口
の
数 

七
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

（
変
更
後
）
出
入
口
の
数 

八
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 



（
変
更
前
）
荷
さ
ば
き
施
設
―
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
―
二 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
―
三 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

（
変
更
後
）
荷
さ
ば
き
施
設
―
一 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
―
二 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 
荷
さ
ば
き
施
設
―
三 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
―
四 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
十
一
月
二
十
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
三
月
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
上
尾 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
愛
宕
三
丁
目
千
八
百
八
番
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 
吉
田
昭
夫 

 
 

 
 

 

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一 

（
変
更
後
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

岩
村
康
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
三
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
八
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
上
尾 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
愛
宕
三
丁
目
千
八
百
八
番
一
外 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

畑
医
院
交
差
点
の
右
折
が
困
難
な
た
め
、
大
渋
滞
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
渋
滞
緩
和

の
た
め
、
信
号
を
矢
印
式
信
号
に
変
更
を
要
望
。 

 

⑵ 

「
下
上
尾
」
バ
ス
停
留
所
の
位
置
が
移
設
さ
れ
た
が
、
降
り
て
す
ぐ
側
に
バ
リ
ュ
ー
プ

ラ
ザ
の
車
両
入
り
口
が
あ
り
、
バ
ス
停
車
時
に
避
け
て
き
た
車
両
と
接
触
事
故
を
起
こ
す

可
能
性
が
高
い
た
め
、
バ
ス
停
の
位
置
を
元
に
位
置
に
戻
す
よ
う
要
望
。 

 

⑶ 

車
両
の
入
出
庫
が
夜
間
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
た
め
、
イ
オ
ン
上
尾
の
ス
ロ

ー
プ
出
入
口
箇
所
に
パ
ト
ラ
ン
プ
の
設
置
を
要
望
。 

 

⑷ 

事
故
防
止
の
た
め
、
出
入
口
箇
所
に
交
通
誘
導
員
の
常
時
配
置
を
要
望
。 

 

⑸ 

ブ
リ
ッ
ジ
が
架
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
の
上
尾
の
サ
イ
ン
（
屋
外
広

告
）
の
視
認
性
が
悪
く
な
っ
た
た
め
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
の
サ
イ
ン
の
設
置

を
要
望
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
令
和
二
年
五
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

山
王
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 

理
事 

 

中 

島 
 

 

實 
 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田
二
千
二
十
三
番
地 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

荒
木
郷
地
裏
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 

職
名 

氏 
 

 

名 
 

 
住 

 
 

 
 

所 

 

理
事 

野 

村 

正 

幸 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
荒
木
三
千
六
百
十
五
番
地 

 

同 
 

佐 
 

榮 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
五
百
五
十
六
番
地 

 

同 
 

松 

村 

幸 

雄 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
六
百
二
十
二
番
地 

 

同 
 

井
ノ
山 

竹 

男 

同 
 

同 
 

同 
同 

三
千
五
百
八
十
番
地
二 

 

同 
 

北 

岡 
 

 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 
三
千
五
百
七
十
番
地 

 

同 
 

國 

島 

健 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
十
三
番
地
二 

 

同 
 

北 

岡 

孝 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
五
百
八
十
一
番
地 

 

同 
 

野 

口 

誠 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
六
百
三
十
四
番
地
四 

 

同 
 

園 

部 

弘 

行 

同 
 

同 
 

同 

須
加
八
百
七
十
五
番
地 

 

同 
 

鎗 

田 
 

 

榮 

同 
 

同 
 

同 

荒
木
三
千
五
百
四
十
五
番
地 

 

同 
 

片 

栁 

三 

郎 

同 
 

同 
 

同 

同 

五
千
百
四
十
一
番
地 

 

同 
 

武 

井 
 

 

修 

同 
 

同 
 

同 

同 

二
千
三
百
二
十
七
番
地
二 

 

同 
 

髙 

澤 
 

 

進 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
五
百
二
十
三
番
地
二 

 

同 
 

石 

田 

雄 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
五
十
四
番
地 

 

同 
 

間
々
田 

英 

治 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
六
百
二
番
地 

 
 

 

監
事 

木 

元 

紘 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
九
十
番
地
一 

 

同 
 

園 

部 
 

 

修 

同 
 

同 
 

同 

須
加
四
千
百
十
一
番
地 

 

同 
 

川 

嶋 

春 

夫 

同 
 

同 
 

同 

荒
木
五
千
百
八
十
一
番
地
一 

二 

退
任 

 

職
名 

氏 
 

 

名 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

野 

村 

正 

幸 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
荒
木
三
千
六
百
十
五
番
地 

 

同 
 

佐 
 

 

榮 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
五
百
五
十
六
番
地 

 

同 
 

松 

村 

幸 

雄 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
六
百
二
十
二
番
地 

 

同 
 

井
ノ
山 

竹 

男 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
五
百
八
十
番
地
二 

 

同 
 

野 

口 

忠 

義 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
五
百
八
十
三
番
地 



 

理
事 

北 

岡 
 

 

一 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
荒
木
三
千
五
百
七
十
番
地 

 

同 
 

國 

島 

健 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
十
三
番
地
二 

 
同 

 

北 

岡 

孝 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
五
百
八
十
一
番
地 

 

同 
 

野 

口 

誠 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
六
百
三
十
四
番
地
四 

 

同 
 

園 
部 

弘 

行 

同 
 

同 
 

同 

須
加
八
百
七
十
五
番
地 

 

同 
 

鎗 

田 
 

 

榮 

同 
 

同 
 

同 

荒
木
三
千
五
百
四
十
五
番
地 

 

同 
 

北 

岡 

秀 
雄 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
千
六
百
三
十
番
地 

 

同 
 

片 

栁 

三 
郎 
同 

 

同 
 

同 

同 

五
千
百
四
十
一
番
地 

 

同 
 

武 

井 
 

 

修 
同 

 

同 
 

同 

同 

二
千
三
百
二
十
七
番
地
二 

 

同 
 

髙 

澤 
 

 

進 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
五
百
二
十
三
番
地
二 

 

同 
 

木 

元 

庸 

夫 

同 
 

同 
 

同 

同 

二
千
十
三
番
地 

 

同 
 

石 

田 

雄 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
五
十
四
番
地 

 

同 
 

間
々
田 

英 

治 

同 
 

同 
 

同 
同 

千
六
百
二
番
地 

 
 

 

監
事 

木 

元 

紘 

一 

同 
 

同 
 

同 

同 
千
九
百
九
十
番
地
一 

 

同 
 

園 

部 
 

 

修 

同 
 

同 
 

同 

須
加
四
千
百
十
一
番
地 

 

同 
 

川 

嶋 

春 

夫 

同 
 

同 
 

同 

荒
木
五
千
百
八
十
一
番
地
一 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の 

規
定
に
よ
り
、
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
十
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番
号 

 

イ 

商
号 

 
 

 

有
限
会
社
小
澤
鉄
筋 

 

ロ 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
市
宮
戸
二
丁
目
四
番
一
〇
―
七
〇
六
号 

 

ハ 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

小
澤 

正
人 

 

ニ 

許
可
番
号 

 
 

 

埼
玉
県
知
事
許
可
（
般
―
二
十
七
）
第
二
三
一
二
五
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

有
限
会
社
小
澤
鉄
筋
の
役
員
は
、
刑
法
違
反
の
罪
に
よ
り
、
川
越
簡
易
裁
判
所
か
ら
罰
金
十 

 

万
円
の
略
式
命
令
を
受
け
、
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
、
そ
の
刑
が
確
定
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
こ
と
は
、
法
第
八
条
第
十
二
号
（
役
員
等
の
う
ち
に
第
八
号
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も 

 

の
）
の
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
許
可 

 

の
取
消
し
事
由
に
該
当
す
る
。 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
座
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
羽
生
市
か
ら
羽
生
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
に
係

る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号 

 
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
令
和
二
年
四
月
二
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
処
分
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

株

式

会

社

エ

ヌ

エ

ス

コ

ー

ポ

レ

ー
シ
ョ
ン 

商

号

又

は

名
称 

白
田 

俊
夫 

氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て

は
代
表
者
の
氏
名
） 

神
奈
川
県
鎌
倉

市
稲
村
ガ
崎
一

丁
目
十
五
番
二

十
三
号
（
宅
地

建
物
取
引
業
法

上
の
事
務
所
所

在
地
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
大
宮

区
仲
町
二
丁
目

二
十
七
番
地
） 

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地 

三
十
日
間
の
業
務
の
全
部
停

止 

 

処 

分 

の 

内 

容 
 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

鴻
巣
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新 旧 
 
 

旧 

新 
別 

鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
二
番
地
先
か
ら

同
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
三
番
地
先
ま
で 

鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
四
番
地
先
か
ら

同
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
四
番
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  

一
七
・
五
五
～
二
九
・
二
六 

  

一
一
・
〇
〇
～
一
六
・
〇
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
四
二
・
一
七 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

    

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 
 

 
 

 



 
鴻
巣
停
車
場
線 

路 

線 

名 

鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
二
番
地
先
か
ら

同
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
三
番
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

 
 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

 

令
和
二
年
四
月
七
日
付
け
埼
玉
県
北
本
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
二
号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
四
二
・
一
七
メ
ー
ト
ル 

備 

考 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新 旧 
 
 

旧 

新 
別 

鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
三
番
地
先
か
ら

同
市
本
町
一
丁
目
二
八
三
七
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  

一
〇
・
八
二
～
一
一
・
六
四 

  

一
〇
・
七
二
～
一
〇
・
八
七 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
二
・
九
八 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

      

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
四
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 
 

 
 

 



 

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

路 

線 

名 

鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
二
九
三
三
番
地
先
か
ら

同
市
本
町
一
丁
目
二
八
三
七
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

 
 
 

令
和
二
年
四
月
七
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

 

令
和
二
年
四
月
七
日
付
け
埼
玉
県
北
本
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
四
号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
七
二
・
九
八
メ
ー
ト
ル 

備 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
九
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

松 

井 

直 

行 

 



                           

第
六
号 

指

定

番

号 

建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

令
和
二
年 

 
 

三
月
三
十
日 

指

定

の

年

月

日 

飯
能
市
大
字
川
寺
四
百
九
十
二
―
一
、
四
百
九
十
二
―

二
、
四
百
九
十
二
―
四
、
四
百
八
十
六
―
三
の
各
一
部

及
び
四
百
九
十
二
―
二
、
四
百
九
十
二
―
三
、
四
百
九

十
二
―
一
、
四
百
八
十
六
―
三
、
四
百
九
十
四
―
十
、

四
百
九
十
四
―
五
、
四
百
九
十
五
―
一
の
各
先 

飯
能
市
大
字
川
寺
四
百
九
十
二
―
三 

飯
能
市
大
字
笠
縫
二
百
五
十
四
―
四
の
一
部 

飯
能
市
大
字
川
寺
二
百
十
五
―
三
、
二
百
十
五
―
五
、

二
百
十
五
―
六
、
二
百
十
五
―
四
十
五
、
二
百
十
八
―

一
、
二
百
十
八
―
二
、
二
百
十
八
―
四
、
二
百
十
八
―

六
、
二
百
十
八
―
七
、
二
百
十
八
―
九
、
二
百
十
八
―

十
一
、
二
百
二
十
四
―
一
、
二
百
二
十
四
―
二
の
各
一

部
及
び
飯
能
市
大
字
川
寺
二
百
十
八
―
二
、
二
百
十
八

―
四
、
二
百
二
十
一
―
二
、
二
百
二
十
三
―
二
、
二
百

二
十
四
―
一
、
二
百
二
十
四
―
二
、
飯
能
市
栄
町
一
―

二
十
一
、
一
―
二
十
四
、
九
―
一
、
九
―
十
七
、
九
―

十
六
、
九
―
十
五
、
九
―
十
四
、
九
―
十
三
、
九
―
十

二
、
九
―
十
一
、
十
―
一
の
各
先 

飯
能
市
大
字
川
寺
二
百
二
十
一
―
二
、
二
百
十
八
―
三
、

二
百
二
十
三
―
二 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
十
六
・
四
九 

八
・
二
九 

百
十
六
・
三
二 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

十
・
〇 

六
・
〇 

十
六
・
〇
～
十
七
・
五 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
四
月
七
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
二
年
四
月
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
一
〇
二
〇
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
二
年
四
月
三
日 

 
 

越
建
セ
第
一
一
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
中
島
七
百
二
十
六
番
三
、
七
百
二
十
六
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
川
端
二
丁
目
二
番
二
十
四
号 

セ
ル
ア
ー
モ
並
木
三
〇
六
号 

 
 

小
関 

滋
世 



正

誤 

  
埼
玉
県
規
則
第
三
十
四
号
（
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
第
九
十
三
号
）
訂
正 

 

次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。 

正 

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
高
等
看
護
学
院
学
則
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
「
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
四
号
」
の
下
に
「
。
第
十
三
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
章
中
第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
入
学
料
の
減
免
） 

第
十
三
条
の
二 

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
料
の
減
額
又
は
免
除
（
以
下
「
減
免
」

と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
項
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
保
証
人
二
人
が
連
署

し
た
様
式
第
七
号
の
入
学
料
（
授
業
料
）
減
免
申
請
書
に
入
学
料
の
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る

書
類
を
添
え
て
、
学
院
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
八
号
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
入
学
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
学
院
長
が
別
に
定
め
る
様
式
の
申

請
書
に
入
学
料
の
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
学
院
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
授
業
料
の
減
免
） 

第
二
十
三
条 

条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

次
項
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
保
証
人
二
人
が
連
署
し
た
様
式
第
七
号
の
入
学
料
（
授
業
料
）

減
免
申
請
書
に
授
業
料
の
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
学
院
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
学
院
長
が
別
に
定
め
る
様
式
の
申
請
書
に
授
業
料
の
減
免
の
理

由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
学
院
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
減
額
等
」
を
「
減
免
」
に
改
め
、
同
条
中
「
減
額
又
は
免
除
を
」

を
「
減
免
（
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の

を
除
く
。
）
を
」
に
、
「
減
額
又
は
免
除
の
」
を
「
減
免
の
」
に
、
「
授
業
料
減
額
（
免
除
）
理

由
解
消
届
」
を
「
授
業
料
減
免
理
由
解
消
届
」
に
改
め
る
。 



 

第
三
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
会
議
） 

第
三
十
条 

学
院
の
運
営
に
必
要
な
会
議
に
つ
い
て
は
、
学
院
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

様
式
第
七
号
中
「
第
２
３
条
関
係
」
を
「
第
１
３
条
の
２
、
第
２
３
条
関
係
」
に
、
「
授
業
料 

減
額
（
免
除
）
申
請
書
」
を
「
授
業
料
減
免
申
請
書
」
に
、
「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
、
「
授 

業
料
の
減
額
（
免
除
）
」
を
「
授
業
料
の
減
免
」
に
、
「
２ 

減
額
（
免
除
）
」
を
「
２ 

減
免
」 

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
八
号
中
「
授
業
料
減
額
（
免
除
）
理
由
解
消
届
」
を
「
授
業
料
減
免
理
由
解
消
届
」
に
、

「
あ
て
先
」
を
「
宛
先
」
に
、
「
授
業
料
の
減
額
（
免
除
）
」
を
「
授
業
料
の
減
免
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

入
学
料

授
業
料
減
免
申
請
書

 

２
 
減
免

 

減
額
（
免
除
）
申
請
書

 

「 

あ
て
先

 

」 

宛
先

 

授
業
料

 
第
１
３
条
の
２
、
第
２
３
条
関
係

 

」 

第
２
３
条
関
係
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